
2004.７.15 (4)

平成15年度から”打吹歩行ネットワークを考える会”により立案された歩行ネット計画を基に、倉吉パークスクエア～白

壁土蔵群～八橋往来（延長約2.5ｋｍ）を回遊性をもたせた施設整備を行っています。このほど15年度分の整備（白壁土蔵

群周辺）が出来ましたので紹介します。

平成15年度 整備内容：ベンチ

（野点傘）5箇所、道しるべ　8

箇所　カラー舗装　2路線、照明

施設　4箇所、駐輪場　1箇所

◎整備に関する意見等を下記ま

でお寄せください。また、整備

内容に関する情報は、倉吉市ホ

ームページをご覧ください。

※問い合わせ先：建設課

（022-8169）

倉吉市出身の門脇大輔さん（ヴァイオリン／リーダー）と羽合町出身の藤
田淳之介さん（サックス）を含む5人組「Clacks」の凱旋ライブが9月に開催
されます。クラシックの枠を越えた、親しみやすいストリート・クラシック
をお楽しみください。
Clacksは、ホリプロとＢＭＧファンハウスの合同オーディションで3,200

人の中から選ばれ、昨年10月にデビューアルバムを発売。今月21日には待望
のセカンドアルバム「ClacksⅡ～エターナル・ユース～」の発売が予定され
ています。みなさんの応援をお願いします。
≪Ｃｌａｃｋｓ　Ｌｉｖｅ　2004≫
と　き：9月24日（金）開演　19：00
ところ：倉吉未来中心　大ホール
入場料：Ａ席3,500円（指定席）、

Ｂ席1,500円（自由席）
プレイガイド：倉吉ショッピングセンタ
ーパープルタウン／トミヤ楽器店（本
店）／はとや楽器／ＴＳＵＴＡＹＡ倉吉
店／倉吉未来中心
※問い合わせ先：倉吉未来中心

（023－5391・5390）

平成16年度「ダイヤモンド婚・金婚記念式」を9月1日（水）午
前10時～12時30分に開催します。
該当される人は、7月30日（金）までに、倉吉市社会福祉協議

会へご連絡ください。
該当のご夫婦
☆ダイヤモンド婚 昭和19年に結婚されたご夫婦
☆金　　　　　婚 昭和29年に結婚されたご夫婦
※問い合わせ先：倉吉市社会福祉協議会（022-5248）

平成16年度　倉吉市

第27回ダイヤモンド婚・第34回金婚記念式」開催

打吹地区歩行ネットワーク整備状況

地域住民型のまちづくりへ！見つけてくださいまちの道しるべ・・

賑わいを見せる白壁土蔵周

あきない中心倉　８月オープン例会

「淀屋牧田家の建物について」

倉吉市出身の門脇大輔さんリーダーのClacks（クラックス）
9月に倉吉でライブ開催！

あきない中心倉のオープン例会で、江戸時代に
大阪で活躍した牧田淀屋の旧家について学ぶ講座
を開催します。
講　師：和田嘉宥さん（鳥取県文化財審議会委員）
と　き：8月9日（月）午後7時～
ところ：倉吉信用金庫うつぶき支店２階　　　　

うつぶきホール
※問い合わせ先：文化財課（022-4419）

整備された施設

倉文協文化フォーラム2004（全5回）
文化を中心に据えた倉吉のまちづくりを共に考え
ましょう！

第2回「地域に密着した文化行政のあり方」

～行政とNPOの協働による文化事業の推進～

と　き：平成16年8月1日（日）14時～　

ところ：倉吉交流プラザ第1研修室

コメンテーター

大前拓也さん（㈱赤瓦理事）、岸田寛昭さん（ＮＰ

Ｏ法人未来理事長）、波田野頌二郎さん（倉吉文化

団体協議会副会長）、萬治香さん（倉吉おや子劇場）

コーディネーター

計羽孝之さん（倉吉文化団体協議会副会長）

入場料：無料（事前申込必要）

※申込・問い合わせ先：倉吉文化団体協議会事務局

（0／423-6095）
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国
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成

十
六
年
度
以
降
に
実
施
さ
れ
る
税

制
改
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

平
成
十
六
年
度
分
か
ら

一．

個
人
均
等
割
額
の
税
率
変
更

人
口
段
階
別
の
区
分
か
ら
全
国

一
律
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
本
市
の
場
合
、
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
以
降：

四
千
円

（
市
三
千
円
、
県
千
円
）

平
成
十
五
年
度：

三
千
円
（
市
二

千
円
、
県
千
円
）

二．

所
得
割
と
均
等
割
の
非
課
税

限
度
額
の
引
き
下
げ

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
の
人

数
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
定
以
下
の

所
得
金
額
で
あ
れ
ば
非
課
税
と
す

る
、
基
準
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

平
成
十
七
年
度
分
か
ら

一．

生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
均

等
割
の
非
課
税
措
置
の
段
階
的
廃

止
均
等
割
が
課
せ
ら
れ
る
夫
と
同

じ
市
町
村
内
に
住
所
を
有
す
る
生

計
同
一
の
妻
に
は
、
い
く
ら
所
得

が
あ
っ
て
も
均
等
割
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
の
と
お
り

段
階
的
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
は
均
等
割
額
の
二

分
の
一
を
課
税
し
ま
す
。（
二
千

円
）

平
成
十
八
年
度
以
降
は
全
額
課
税

し
ま
す
。（
四
千
円
）

例
え
ば
、
扶
養
が
な
く
給
与
の

み
の
妻
の
場
合
、
給
与
収
入
額
が

九
十
三
万
円
超
で
課
税
と
な
り
ま

す
。

二．

配
偶
者
特
別
控
除
の
上
乗
せ

部
分
の
廃
止

配
偶
者
特
別
控
除
が
配
偶
者
控

除
と
重
複
し
て
取
得
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

例
え
ば
、
配
偶
者
の
所
得
が
三

十
七
万
九
千
九
百
九
十
九
円
以
下

（
給
与
収
入
で
百
二
万
九
千
九
百

九
十
九
円
以
下
）
の
場
合

改
正
後：

配
偶
者
控
除
三
十
三
万

円
の
み

改
正
前：

配
偶
者
控
除
三
十
三
万

円
＋
配
偶
者
特
別
控
除
三
〜
三
十

三
万
円

三．

土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
所
得

に
つ
い
て

①
長
期
譲
渡
所
得
は
五
％
（
市

三
・
四
％
、
県
一
・
六
％
）、
短

期
譲
渡
所
得
は
九
％
（
市
六
％
、

県
三
％
）
に
税
率
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。（
平
成
十
六
年
一
月

一
日
以
降
の
譲
渡
に
適
用
）

＊
譲
渡
し
た
年
の
一
月
一
日
現
在

で
、
所
有
期
間
が
五
年
超
を
「
長

期
」、
五
年
以
下
を
「
短
期
」
と

い
い
ま
す
。

②
「
長
期
譲
渡
」
の
百
万
円
特
別

控
除
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

③
他
の
所
得
と
の
通
算
や
翌
年
度

へ
の
繰
越
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

四．

一
定
の
上
場
株
式
等
の
配
当
、

源
泉
徴
収
を
選
択
し
た
特
定
口
座

内
の
上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
に
つ

い
て

・
本
人
の
選
択
に
よ
り
申
告
し
な

い
場
合

所
得
に
含
め
ず
、
特
別
徴
収
に
よ

る
税
率
三
％
（
市
二
％
県
一
％
）

で
精
算
完
了
。

・
本
人
の
選
択
に
よ
り
申
告
を
し

た
場
合

所
得
税
と
同
様
、
所
得
に
含
め
、

所
得
割
額
か
ら
の
控
除
に
よ
る
精

算
を
行
い
、
精
算
で
き
な
い
部
分

が
あ
れ
ば
還
付
等
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

平
成
十
八
年
度
分
か
ら

一．

老
年
者
控
除
の
廃
止

所
得
控
除
の
う
ち
、
年
齢
六
十

五
歳
以
上
の
方
の
老
年
者
控
除

（
四
十
八
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。

二．

公
的
年
金
等
控
除
額
の
引
き

下
げ

年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
係

る
公
的
年
金
等
控
除
額
（
他
の
所

得
で
い
う
必
要
経
費
に
相
当
す
る

も
の
）
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
最
低

保
障
額
も
百
四
十
万
円
か
ら
百
二

十
万
円
に
縮
減
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
年
齢
六
十
五
歳
以
上
で

年
金
収
入
の
み
の
方
は

平
成
十
八
年
度
か
ら：

年
金
収
入

二
百
四
十
五
万
円
以
下
は
非
課
税

平
成
十
七
年
度
ま
で：

年
金
収
入

二
百
六
十
六
万
六
千
六
百
六
十
六

円
以
下
は
非
課
税

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

税
務
課
市
民

税
係
（
0
２
２
｜
８
１
１
４
）

個
人
の
市
・
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正
内
容
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

今や夏の風物詩として定着した白壁土蔵「光の回廊」
を今年も開催いたします。
たくさんの方々のご尽力を賜り、昨年の火災から思い

のほか早く復興した感のある白壁土蔵群ですが、今年は
その感謝の意味を込め、昨年以上の「倉吉の元気」を創
り上げていきたいと思いますので、皆様ぜひご参加くだ
さい。
と　き：7月24日（土）
ところ：玉川沿い白壁土蔵群・赤瓦周辺
内　容：かがり火とガラス灯籠の設置による光の演出、

パワーアップ地鶏まつり（焼鳥各種、生ビール、
飲み物、カレー、うどん他）、子ども広場、ヨ
ーヨーつり、おもちゃ、おみこし他

※問い合わせ先：協同組合打吹（赤瓦内）
（023－6666）

白壁土蔵「光の回廊」2004
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今
年
の
春
は
、
私
に
と
っ
て
も
う
れ
し

い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
在

日
韓
国
人
三
世
の
李
隆
司
さ
ん
が
、
市
内

の
小
学
校
教
員
と
し
て
正
式
採
用
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
一
度
は
国
籍
条
項
の
壁
に

さ
え
ぎ
ら
れ
あ
き
ら
め
た
教
員
へ
の
道
。

再
挑
戦
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
息
子
へ
伝

え
た
い
在
日
と
し
て
生
き
る
親
の
姿
で
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
市
内
出
身
の
高
校
教
員

に
続
く
二
人
目
の
在
日
教
員
の
誕
生
に
、

多
文
化
共
生
社
会
の
確
実
な
一
歩
を
感
じ

つ
つ
、
今
後
の
活
躍
に
大
き
な
期
待
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ダ
ブ
ル
（
註
参
照
）
の
き
ょ
う

だ
い
と
の
別
れ
で
し
た
。
父
の
生
ま
れ
た

こ
の
国
か
ら
、
き
ょ
う
だ
い
は
母
の
生
ま

れ
た
国
に
帰
り
ま
し
た
。
外
国
で
生
ま
れ
、

日
本
語
も
満
足
に
話
せ
な
か
っ
た
き
ょ
う

だ
い
の
数
年
間
の
倉
吉
で
の
生
活
は
、
私

の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
で
し
た
。

「
日
本
語
が
う
ま
く
話
せ
な
い
」
と
か
ら
か

う
子
ど
も
た
ち
。
文
化
・
習
慣
の
違
い
に

戸
惑
う
こ
の
子
ら
を
、
充
分
支
え
ら
れ
な

か
っ
た
教
員
た
ち
。「
日
本
の
生
活
に
早
く

慣
れ
て
」
と
こ
の
家
族
に
一
方
的
な
変
容

を
強
い
る
地
域
の
人
た
ち
。
そ
し
て
、
こ

の
国
を
好
き
に
な
ろ
う
と
日
々
努
力
し
た

お
母
さ
ん
の
苦
悩
と
落
胆
。
同
じ
で
あ
る

事
を
あ
た
り
ま
え
と
し
、「
習
慣
・
文
化
を

捨
て
ろ
」
と
言
う
こ
の
国
の
人
々
の
持
つ

心
の
未
成
熟
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
気
が

し
ま
し
た
。
こ
の
き
ょ
う
だ
い
の
や
さ
し

さ
を
会
う
た
び
に
感
じ
た
私
が
と
て
も
残

念
に
思
っ
た
の
は
、
こ
の
子
ら
が
倉
吉
を

去
る
日
の
風
景
で
し
た
。
見
送
り
の
人
た

ち
の
中
に
は
友
達
や
教
員
の
姿
は
な
く
、

背
負
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
姿
が
と
て
も
寂
し

く
映
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
家
族
と
の

出
会
い
が
も
っ
と
早
く
あ
っ
た
ら
と
今
更

な
が
ら
悔
や
み
ま
す
。
日
本
に
残
る
お
父

さ
ん
は
、「
こ
の
帰
国
は
子
ど
も
が
多
文
化

社
会
で
生
き
る
た
め
に
必
要
な
も
の
だ
」

と
遠
く
を
見
つ
め
な
が
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
母
の
国
で
学
ぶ
こ
の
き
ょ
う
だ
い

の
姿
を
必
ず
見
に
行
く
つ
も
り
で
す
。

県
教
委
は
、
今
年
「
在
日
外
国
籍
児
童

生
徒
等
指
導
指
針
」
の
策
定
を
目
指
し
、

具
体
的
支
援
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
李

さ
ん
の
願
い
や
在
住
外
国
人
の
思
い
が
か

な
う
倉
吉
市
の
指
針
づ
く
り
も
急
が
れ
ま

す
。
こ
の
家
族
と
同
じ
思
い
の
人
た
ち
が

ま
だ
い
る
の
で
す
か
ら
。

（
部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会

三
谷
）

（
註
）「
ダ
ブ
ル
」
と
は
、
民
族
・
国
籍
の
違
う
両
親
の

間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
意
味

「
在
日
」
や
「
ち
が
い
」
を
語
れ
る
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、

う
れ
し
い
限
り
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
語
り
合
い
た
い

人
が
、
日
本
か
ら
去
っ
て
い
っ
て
い
る
寂
し
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
私
た
ち
に
何
か
足
り
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
の
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

607部落解放

シリーズ

「
今
年
の
春
は
…
」

〜
私
と
二
つ
の
出
来
事
〜

人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

今
回
は
私
の
故
郷
で
あ
り
、
ま
た
「
釜
山

港
へ
帰
れ
」
と
い
う
歌
で
有
名
な
釜
山
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
の
代
表
的
な
国
際
貿
易
港
で
あ
る
釜

山
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

の
海
路
も
通
じ
た
国
際
都
市
で
す
。
人
口
お

よ
そ
三
百
八
十
万
人
で
、
ソ
ウ
ル
に
次
い
で

第
二
の
都
市
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い

る
ほ
か
、
美
し
い
海
水
浴
場
や
島
、
ま
た
深

い
歴
史
の
あ
る
寺
院
な
ど
も
多
く
、
観
光
客

に
も
人
気
の
高
い
都
市
で
す
。

二
千
二
年

に
は
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
、
ア

ジ
ア
競
技
大
会
の
開
催
地
と
し
て
、
ま
た
毎

年
秋
に
世
界
中
か
ら
映
画
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る

釜
山
国
際
映
画
祭
な
ど
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン

ト
も
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
に
接
し
て
い
る
た
め
、
一
年
中
新
鮮
な

魚
が
食
べ
ら
れ
ま
す
し
、
チ
ャ
ガ
ル
チ
魚
市

場
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
刺
身
を
安
く
食
べ

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
有
名
で
す
。
夏
と
も
な
る

と
釜
山
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
海
水
浴
場
で
海
祭

り
が
開
か
れ
る
の
で
、
観
光
を
す
る
の
な
ら

ば
夏
が
特
に
お
勧
め
で
す
。
ち
な
み
に
私
の

家
は
広
安
里
と
い
う
美
し
い
海
水
浴
場
の
近

く
に
あ
り
ま
す
。

釜
山
は
日
本
の
福
岡
・
下
関
・
大
阪
な
ど

と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
福
岡
か
ら

釜
山
ま
で
は
船
で
片
道
三
時
間
し
か
か
か
ら

な
い
最
も
近
い
都
市
で
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
観
光
に
レ
ジ
ャ
ー
に
と
、

い
ろ
い
ろ
楽
し
め
る
釜
山
。
今
度
の
韓
国
旅

行
は
、
ソ
ウ
ル
と
は
ま
た
ち
ょ
っ
と
違
っ
た

魅
力
を
持
つ
釜
山
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
際
交
流
員
　
韓ハ
ン

召ソ

真ジ
ン

倉吉～東京間のバスが、期間限定で運行

されます。（日ノ丸自動車・日本交通・京浜

急行の共同運行）

期　間：8月6日～21日

運行車両：座席40人定員　トイレなし車両

時刻表

倉吉ＢＣ発19：50⇒東京（品川）7：00

東京（品川）20：00⇒倉吉ＢＣ7：10

運　賃：片道大人10,200円　小人5,100円

※予約・問い合わせ先

倉吉地区

日ノ丸自動車倉吉（営）（026－4111）

日本交通高速バス予約センター（026-2526）

東京地区

東京座席予約センター（003-0743-0022）

おトクで便利な
直行　東京行き　新設

広安里（クァンアンリ）の夜景




